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触媒学会工業触媒研究会 

マイクロリアクター開発の近況 

Microreactor 研究が海外でヤケに流行ってい

る．触媒学会では掴みにくい本分野の最近の動

向を紹介する．概観は総説 1-3)を参照されたい．  

OsO4 はアルケンのジヒドロキシ化，酸化

的 C=C 結合開裂に有効な触媒であるが，毒性

で気化・昇華もし易いため，そのまま利用で

きない．高分子への内包や無機基板上への固

定化が研究されてきたが，OsO4 の分散性が低

いため高価な OsO4 を多量に用いる必要があ

るうえに，OsO4 の溶出により触媒再利用は困

難であった．論文 4)では, Microreactor 壁修飾

poly(4-vinylpyridine) ナノブラシに OsO4 を分

子状高分担持した反応器がアルケンのジヒド

ロキシ化，アルケンの酸化的 C=C 結合開裂に

有効であることを見出した．OsO4 の気化・溶

出が無く実用的な活性を示す初めての例であ

り，取り扱いの困難な OsO4触媒の利便性を飛

躍的に向上させる． 

 

 

 

 

 

甲殻類の外骨格から得られるキトサンはキ

レート作用により各種遷移金属イオンに対し

て 1mmol/g 以上の交換容量を示す．論文 5)で

は，マイクロリアクター流路の内壁に塗布し

たキトサンに活性金属(Cu, Au, Pd, Ru)を固定

化し，様々な有機合成反応に有効な流通型反

応器を開発した．30 μg の金属を用い 0.1 mol

の基質が 90%以上の収率で生成物に変換され

TON は 10 万に達した．3-5 日の連続流通でも

金属イオンの溶出は無かった．本手法は他の

反応にも容易に展開できるため，製薬開発に

おけるライブラリー合成への応用も期待され

る． 

論文 6)では，流通式 Microreactor 中でのシ

リカ担持 Au 触媒によるジヒドロピラン合成

における，基質・中間体・生成物の各濃度，

触媒の酸化状態（Au3+/Au0 比）の流路位置依

存性を 15μm の空間分解能で in-situ マッピン

グすることに成功した．反応器の上流から下

流に向けて基質・中間体・生成物濃度や触媒

構造は徐々に変化するが，in-situ でモニタリ

ングする手法が無いと条件最適化には経験的

手法が必須である．本手法によりモニターし

た情報を反応条件（流速）の最適化にフィー

ドバックさせ，目的物を高収率で得ることが

初めて可能になる． 

上記合成・分析の小型化技術にロボット・

人工知能が合流すると・・・「合成研究の無人

化」が冗談ではなくなるのだろうか？ 
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